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相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
平
成
18

年
４
月
１
日
付
け
職
員
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

●
受
付
期
間
…
平
成
17
年
７
月
11
日
（
月
）
〜

８
月
12
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
17
年
８
月
10
日
（
水
）

の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

●
試
験
日
及
び
試
験
会
場

第
一
次
試
験
…
平
成
17
年
９
月
18
日
（
日
）

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
は
ま
な
す
館
）

第
二
次
試
験
…
平
成
17
年
11
月
上
旬

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

消
防
職
…
１
名

●
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
　
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
試
験
の
方
法

第
一
次
試
験
…
教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

第
二
次
試
験
…
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
身

体
検
査
、
体
力
検
査

●
受
験
手
続

申
込
用
紙
は
、
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
、
相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
、
相
馬
消

防
署
、
鹿
島
分
署
、
新
地
分
署
、
原
町
消
防
署
、

小
高
分
署
、
飯
舘
分
署
に
お
い
て
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
16.

ocn.ne.jp/̃s-koiki/

）
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
・
お
問
合
わ
せ
先

事
務
局
総
務
課
総
務
係

（
℡
35
‐
０
２
１
１
）

平成17年度の総合健康診査は、５月23日から６月３日までの10日間、
「いちばん館」で行いました。

受診者は、結核検診1,763人、基本健康診査1,713人、胃がん検診981
人、大腸がん検診673人でした。
今回の検診は、結核予防法の改正により結核検診対象年齢が65歳以
上になったことや、総合健康診査の対象年齢が40歳以上になったことな
どから、受診者数は若干減っているものの、対象年齢から見ると昨年同
様の受診数でした。

受診結果を見ると、基本健康診査では、通院継続22％、要精密検査
37％でした。
通院継続の内訳は、高血圧の方が高い傾向にあります。一方、要精
密検査では、働き盛りの男性に耐糖能異常（糖尿病）、脂質代謝異常
（高中性脂肪、高コレステロール）が目立ちます。
検診は、受けるだけでは何も改善されません。自分の結果と生活を重
ね合わせながら、より良い人生を送るためにもう一度食生活の改善を図
って下さい。

がん検診では、胃がん検診136人、大腸がん検診89人、肺野部がん検
診８人が、要精密検査と判定されています。必ず医療機関にて精密検
査を受けて下さい。

総合健康診査は、自分の体の科学的なデータです。上手に生かして
健康で楽しい毎日を送りましょう。

Ａ：

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
中
枢
神
経
（
脳
や
脊
髄
な
ど
）

の
疾
患
で
す
。
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
で
増
殖
し

た
ブ
タ
な
ど
の
動
物
を
刺
し
た
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
（
水
田
等
に
発
生
す
る

蚊
の
一
種
）
な
ど
が
、
そ
の
後
に
人
を
刺
す
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
病
気
で
す
。

Ａ：

現
在
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
、
そ
れ
を
接
種
し
た
後
の
重
症
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
※

発
生
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
よ
り
慎
重
を
期
す
る
た
め
で
す
。

※
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
…
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

Ａ：

日
本
脳
炎
の
感
染
源
は
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
で
す
が
、
こ
の
蚊

に
刺
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
発
病
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
予
防
接
種
の
普
及
や
蚊
の
ウ
イ
ル
ス
保
有
率
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
患
者
数
が
１
９
７
０
年
代
以
降
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
地
域
で
は
、
予
防
接
種
を
行
わ
な
く
て
も
直
ち
に
流
行
す
る
機

会
は
著
し
く
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
予
防
接
種
を
受
け

た
年
齢
層
は
、
あ
る
程
度
の
免
疫
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
的
に
戸
外
へ
出
か
け
る
時
に
は
、
念
の
た
め
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。


